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私が望む暮らし、願い 

 

 
 日頃

から

の見

守り

意識

を高

めて

いき

ま

す。 

 行方

不明

時の

早期

発見

につ

なが

りま

す。 

 認知

症の

理解

がす

すみ

ま

す。 

訓練をすることで 

  

午前中は家でゆっくり 

                                                                 

朝８：30頃 いつでんくるばい訪問 

朝起きて、身支度をし、お仏壇に手を合

わせます。 

お茶を飲んで… 

それから朝ごはんをゆっくり♪ 

ご家族が望む

暮らし、願い 

 

長生きはしてほしいけど・・・負担があるような治療はしてほしくない 

主人がいるこの家で暮らしたい。息子のためにも長生きせなん 今回は「山鹿のこれからの介護＆地域を考える」研修会についてのご紹介です。 

山鹿市の人口は、今後 20年で 4割以上減少

することが予想されています。そのうち、高齢

者の人口は横ばいで、減少するのは主に働き手

の世代です。 

 現在でも介護人材が不足している中、今後ま

すます不足することが予想されます。 

 

このままでは、介護が

必要な時に受けられな

いかも！ 

介護の初期段階から「地域で介護する」風土をつくっていこう！ 

行政・住民と事業所が一緒に考え、協働で人材育成を行い、地域の介護を守っていこ

う！ という、小規模法人ネットワーク事業の取り組みが始まりました。 

でも！人材不足の中でも・・ 

 

・元気高齢者や当事者の力も併せて運営していく 

・他機関・多職種の協働・連携を目指す 

・地域の総力で、地域（の介護）を守る 

・バラバラでなく、行政・住民と事業所が協働する 

その足がかりとして、いつでんくるばい交流室にて

7月 12日、山鹿市や山鹿市内の 10法人で研修会

を開催。 

鞆の浦さくらホーム（広島県）の石川裕子氏を招き、

地域創りについて学び、意見交換をしました。 

 

今後、地域の介護を守るためには山鹿市が養成してきた認知症サポートリーダーや働く

ことが出来る高齢者、地域の事業者が協働で利用者を支える仕組みが必要です。 

 まだはじまったばかりですが、今後もこの取り組みをご紹介していきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も、さくら祭り

へ参加させていただ

きました。今年は天気

も良く花も満開で花

吹雪が舞って、とても

綺麗な花見となりま

した。 

 これからも地域の

行事に参加していき

たいと思いますので、

よろしくお願いしま

す！ 

 

 

出来るかね～ 

 

毎年恒例になりました、認知症の方やそ

の家族、その支援者がみんなでタスキを

つないで日本縦断するプロジェクト、

RUN伴が始動しました！すでに 7月に

は北海道を出発しています。 

山鹿でも実行委員会が発足し、山鹿市の通過は

11月 10日に決定しています。 

今年もぜひランナーに熱い声援をお願いします！  やまがラン伴実行委員会 

 

 
下吉田で暮らしていたWさん。H24年ごろからいつで

んくるばいを利用されていました。 

 利用と言いながらも、本人は「手伝いに行っている」

と思っておられ、実際、時々歩いてきてはくるばいを手

伝って、また歩いて帰る。というボランティアのような

日々。 

時には友人宅へ行っておられたり、温泉に行っていた

り、毎日自由な暮らし。 

私たちは、ご本人のできない事のみを支援しながら、

お付き合いしてきました。 

 

だんだんと、身体的な介護が必要になりましたが、ご

近所さんにも見守られながら、自宅での生活を続けて

おられました。 

そうしてＷさんは６月に逝去されました。 

 

地域の方との関係が切れることなく、生き

生きと生活されるWさんに、私たちは多

くの大切なことを教わりました。 

Ｗさん、ありがとう。 



 

 

 

 

  

 

 

   

   

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつでんくるばいから歩いて１００ｍ程、 

利用者さんと散歩しながらお買い物に 

行きます 今年初の『北川製餡さん』の 

“あんこ”は格別に美味しかったです♪ 

くるばいで、ぜんざいの完成です★ 

  

  

車を運転される方は 

！！皆様の新年が素晴らしいものとなりますように！！ 

！！来年もどうぞよろしくお願いいたします！！ 

 

 

手口の特徴 騙されないために・・・ 

問題点 

長い梅雨もようやく終わり、また暑い日々が続きそうです。みなさん体調には

くれぐれもご注意ください。  

今回は山鹿警察署管内で実際におこった事案についてお知らせします。 

万引き撲滅 

～しない・させない・見逃さない～ 
 

平成 30年中の山鹿市内における万引き発生状況 

7 件 （前年同期比 －２件） 

 

≪罰金刑を科された事例≫ 

 

◆罰金 20万円 

 おにぎり 1個（100円）の万引き 

 缶コーヒー１本 （120円）の万引き 

 雑誌（1400円）4ページを破っての万引き 

 

◆罰金 30万円 

 ドライヤー1個（2,980円）の万引き 

 

 「たかが万引き」「弁償すれば済む」という考えをすてましょう。 

  未来ある子どもたちに、店の商品や他人のものを盗れば「犯罪」となる事を  

教えましょう。 

  万引き（犯罪）のない社会を実現しましょう。 

 

山鹿警察署 刑事・生活安全課 

    係長 中熊 一義 

地域の犯罪情報をお知らせするゆっぴー安心メールのご登録をお願いします。 

K110@ansin.police.pref.kumamoto.jpに登録するか、右の QR コードをご利用ください。 

  

mailto:K110@ansin.police.pref.kumamoto.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2階の交流室は年中無休です。地

域に開放していますのでご利用い

ただけます。ご相談ください。 

 

料金：お一人様 100 円 

（お茶、又はコーヒー付き） 

10 人以上でご利用の場合は最高で 

1000 円でご利用いただけます 

開催時間のご案内 お気軽にご参加ください   
お菓子作り教室 13：30～15：00     

きまぐれソフトボール 第３土曜日    麻雀クラブ 13：30～15：30 

健康太極拳 １３：30～14：30     さしよりカフェ 11：00～15：00 

 

無料です 

山鹿市は、

11月 11日

（土） 午

前９時よ

り開催。い

つでんく

るばいが

出発場所

となりま

す。応援よ

ろしくお

願いしま

す！ 
 

呼吸を重視して筋肉の隅にまで意識がい

きわたる気持ちのいい運動で、年齢を問わ

ず、体力に応じてどこでもできますよ。 いつでんくるばいの2階で太極拳が始まり

ました。はじめての方でもできる、やさし

い太極拳です。 

講師：中原 メイ子さん 

 

第１・第３木曜日 １３：３０～１４：３０ 

 

場所：いつでんくるばい ２階 

７月２２日の大雨はすごかったですね。熊入町にも避難勧告が出され、くるばいの表の道路も冠水し

ていました。近年のゲリラ豪雨のすさまじさを体験し、地域の方々と一緒に防災意識を高めていきた

いと感じました。台風のときは避難もどうぞ。               担当  田尻 

  

月２回になりました！ 

先日、お菓子づくり教室で作られたレシピです。 

もう梅雨は明けそうですが、涼やかにいただける“あじさい”の和菓子です。 

和菓子作ってみませんか？ 

材料 

 粉寒天        2ｇ 

 水          150ｇ 

 グラニュー糖    50ｇ 

 水あめ        5ｇ 

 食紅         適量 

 白あん       120ｇ 

①白あんは 8等分にして丸める。 

②寒天液を作る。→粉寒天を水に振りいれて火にかけ、

混ぜながらひと煮立ちさせる。グラニュー糖を加え混ぜ、

再び煮立ったら水あめを加えて溶かす。 

③②の寒天液を３等分し、流し缶に１cm の厚さくらい

に流し入れる。２つに食紅を入れ、好みの濃さに色づけ

する。常温で固める。 

④固まったら、へらなどで流し缶から寒天を取り出す。

それぞれを１cm 角くらいに切り、白あんの表面に飾り

よく付ける。 

 意外とかんたん 


